擬古詩としての蘇東坡「和陶」詩 by 鈴木, 敏雄 & 山田, 小百合
一
頁
擬
古
詩
と
し
て
の
蘇
東
坡
「
和
陶
」
詩
鈴
木
敏
雄
山
田
小
百
合
一
北
宋
の
黄
山
谷
（
庭
堅
一
〇
四
五
―
一
一
〇
五
）
は
、
黔
南
に
い
た
際
、
蘇
東
坡
（
軾
、
字
は
子
瞻
一
〇
三
七
―
一
一
〇
一
）
が
惠
州
に
在
っ
て
陶
淵
明
の
詩
す
べ
て
（
一
百
有
九
篇
）
に
和
し
終
わ
っ
た
と
聞
き
、「
跋
子
瞻
和
陶
詩
」
詩
（
偈
）
を
作
っ
て
、
そ
の
中
で
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。
子
瞻
謫
海
南
、
時
宰
欲
殺
之
。
飽
喫
惠
州
飯
、
細
和
淵
明
詩
。
淵
明
千
載
人
、
子
瞻
百
世
士
。
出
處
固
不
同
、
風
味
亦
相
似
。（
子
瞻
海
南
に
謫
せ
ら
れ
、
時
の
宰
之
を
殺
さ
ん
と
欲
す
。
惠
州
の
飯
を
喫
す
る
に
飽
き
、
細
か
に
淵
明
の
詩
に
和
す
。
淵
明
は
千
載
の
人
、
子
瞻
は
百
世
の
士
。
出
処
は
固
よ
り
同
じ
か
ら
ざ
る
も
、
風
味
は
亦
た
相
似
た
り
。）
蘇
東
坡
の
「
和
陶
」
詩
は
そ
の
揚
州
時
代
（
五
十
七
歳
）
か
ら
始
ま
り
、
貶
処
で
の
儋
州
時
代
（
六
十
二
～
六
十
五
歳
）
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
間
、
と
り
わ
け
、
左
遷
の
身
と
な
っ
た
惠
州
時
代
（
五
十
九
～
六
十
二
歳
）
以
降
は
、
右
掲
の
黄
山
谷
評
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
風
味
は
亦
た
（
淵
明
に
）
相
似
た
り
」
と
評
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。（
後
に
は
更
に
「
淵
明
と
異
な
る
無
し
」
と
も
評
さ
れ
る
。）
そ
の
蘇
東
坡
「
和
陶
」
詩
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
蘇
東
坡
自
ら
の
貶
処
で
の
生
活
を
陶
淵
明
の
田
園
隠
棲
生
活
に
比
擬
し
た
も
の
で
、「
和
陶
」
と
い
う
題
そ
の
も
の
も
物
語
る
よ
う
に
、
ど
の
一
首
を
取
っ
て
も
、
陶
淵
明
の
一
首
々
々
に
当
然
の
こ
と
な
が
ら
好
く
似
せ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
黄
山
谷
は
、蘇
東
坡
が
恵
州
以
前
の
揚
州
に
在
っ
て
初
め
て
作
っ
た「
和
陶
」
詩
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
も
評
し
て
い
る
。
東
坡
在
揚
州
和
「
飲
酒
詩
」、
只
是
如
己
所
作
。
至
惠
州
和
「
田
園
詩
」、
乃
與
淵
明
無
異
。（
東
坡
揚
州
に
在
り
て
「
飲
酒
詩
」
に
和
す
る
も
、
只
だ
是
れ
己
が
作
る
所
の
ご
と
き
の
み
。
惠
州
に
至
り
て
「
田
園
詩
」
に
和
す
れ
ば
、
乃
ち
淵
明
と
異
な
る
無
し
。
宋
、
胡
仔
『
漁
隱
叢
話
』
前
集
巻
四
引
）
蘇
東
坡
が
「
和
陶
」
に
着
手
し
た
当
初
の
作
に
対
す
る
評
で
あ
る
た
め
か
、「
己
が
作
る
所
の
ご
と
し
」
す
な
わ
ち
蘇
東
坡
自
身
の
徒
詩
と
変
わ
ら
ず
、
陶
淵
明
と
は
異
な
る
と
の
指
摘
を
す
る
。
そ
れ
は
一
体
ど
の
よ
う
な
事
を
物
語
っ
て
い
る
の
か
。
本
稿
で
は
そ
の
点
に
つ
い
て
些
か
の
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
二
そ
も
そ
も
「
和
陶
」
詩
と
い
う
「
追
和
」
形
式
（
古
詩
に
対
す
る
「
次
韻
」
に
よ
る「
和
韻
」形
式
）の
詩
は
、こ
れ
も
後
述
す
る
よ
う
に
、先
ず
は
唱
和
相
手
の「
意
」
に
似
せ
つ
つ
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
、
い
わ
ば
「
擬
古
」
詩
の
一
種
で
あ
っ
て
、
制
作
動
機
か
ら
見
て
も
、
異
な
る
（
似
せ
な
い
）
こ
と
を
予
定
し
て
は
い
な
い
。
結
果
と
二
頁
し
て
似
て
い
な
い
と
評
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、そ
れ
は
似
せ
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
似
せ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
蘇
東
坡
自
身
は
、
自
ら
の
「
和
陶
」
詩
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
古
之
詩
人
有
擬
古
之
作
矣
、
未
有
追
和
古
人
者
也
。
追
和
古
人
、
則
始
於
吾
。
（
古
の
詩
人
に
擬
古
の
作
有
る
も
、未
だ
古
人
に
追
和
す
る
者
有
ら
ざ
る
な
り
。
古
人
に
追
和
す
る
は
、
則
ち
吾
に
始
ま
る
。
蘇
子
瞻
「
和
陶
淵
明
詩
集
引
」
引
）
こ
れ
は
、「
追
和
」
と
い
う
試
み
は
確
か
に
自
ら
を
嚆
矢
と
す
る
新
機
軸
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、「
擬
古
」
詩
と
は
ま
た
異
な
る
「
追
和
」
と
い
う
別
ジ
ャ
ン
ル
の
詩
を
試
み
た
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
擬
古
」
詩
作
成
の
際
に
、
よ
り
原
詩
に
近
づ
け
る
た
め
に
、
新
た
に
「
追
和
」
形
式
と
い
う
一
つ
の
工
夫
を
凝
ら
し
、
そ
れ
を
有
効
に
使
っ
て
更
に
似
せ
た
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
「
和
陶
」
詩
は
も
と
よ
り
「
擬
古
」
詩
の
一
種
で
あ
っ
て
、
当
初
よ
り
陶
淵
明
に
合
わ
せ
似
せ
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
「
和
陶
」
と
い
う
に
値
し
な
い
。
そ
れ
を
黄
山
谷
は
、
揚
州
時
代
の
「
和
陶
」
詩
に
限
っ
て
、
陶
淵
明
に
似
て
い
な
い
と
評
す
る
。
本
稿
で
は
、「
追
和
」
詩
は
本
来
「
擬
古
」
詩
の
一
種
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
蘇
東
坡
の
揚
州
時
代
の
「
和
陶
」
詩
に
つ
い
て
、
黄
山
谷
評
を
承
け
つ
つ
、
今
一
度
見
て
お
き
た
い
。
蘇
東
坡
の
「
和
陶
」
詩
作
成
の
当
初
の
制
作
意
図
も
、
幾
分
か
垣
間
見
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
三
「
追
和
」
の
「
和
」
と
は
本
来
、
先
ず
は
「
意
に
和
す
」
も
の
で
あ
る
。
南
宋
の
劉
克
莊
（
後
村
一
一
八
七
―
一
二
六
九
）
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
昔
之
和
詩
者
、
和
意
而
已
。
惟
皮
陸
必
和
韻
。（
昔
の
和
詩
は
、
意
に
和
す
る
の
み
。
惟
だ
皮
・
陸
の
み
必
ず
韻
に
和
す
。『
後
村
先
生
大
全
集
』
卷
第
一
百
八
十
六
）
も
と
も
と
「
意
に
和
す
」
す
な
わ
ち
先
覚
の
意
に
合
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
す
で
に
「
擬
古
」
詩
の
一
種
で
あ
る
と
言
っ
て
好
い
。
そ
れ
は
唐
の
皮
日
休
・
陸
龜
蒙
の
「
和
韻
」
技
法
を
用
い
た
唱
和
詩
以
前
か
ら
、
す
で
に
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
制
作
上
の
大
前
提
と
な
っ
て
い
る
（
注
１
）。
そ
の
点
は
皮
・
陸
は
も
と
よ
り
、
蘇
東
坡
も
承
知
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
も
仮
り
に
「
意
」
を
差
し
措
い
て
「
韻
に
和
す
」
の
み
で
あ
る
な
ら
、
そ
も
そ
も
「
和
陶
」
と
は
言
え
な
い
。
元
の
郝
經
（
一
二
二
六
―
一
二
七
八
）
も
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
賡
載
以
來
、
倡
和
尚
矣
。
然
而
魏
晉
迄
唐
、
和
意
而
不
和
韻
、
自
宋
迄
今
、
和
韻
而
不
和
意
。
皆
一
時
朋
儔
相
與
酬
答
、
未
有
追
和
古
人
者
也
。
獨
東
坡
先
生
遷
謫
嶺
海
、
盡
和
淵
明
詩
、
既
和
其
意
、
復
和
其
韻
。
追
和
之
作
、
自
此
始
。
…
…
（
賡
載
よ
り
以
来
、
倡
和
尚
ば
れ
り
。
然
り
而
し
て
魏
晋
よ
り
唐
に
迄
び
、
意
に
和
す
る
も
韻
に
和
せ
ず
、宋
よ
り
今
に
迄
び
、韻
に
和
し
て
意
に
和
せ
ず
。
皆
一
時
の
朋
儔
相
与
に
酬
答
し
、
未
だ
古
人
に
追
和
す
る
者
有
ら
ざ
る
な
り
。
独
り
東
坡
先
生
の
み
嶺
海
に
遷
謫
せ
ら
れ
、
尽
く
淵
明
の
詩
に
和
し
、
既
に
其
の
意
に
和
し
、
復
た
其
の
韻
に
和
す
。
追
和
の
作
、
此
よ
り
始
ま
る
。
…
…
。
「
和
陶
詩
序
」）（
注
２
）
宋
代
に
於
い
て
「
韻
」
の
み
に
和
す
る
詩
人
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
蘇
東
坡
は
「
意
に
和
す
」
と
い
う
「
擬
古
」
の
面
を
疎
か
に
し
て
は
お
ら
ず
、
そ
れ
に
該
当
し
な
い
。
三
頁
四
「
和
韻
」
詩
は
唐
の
皮
・
陸
を
鏑
矢
と
し
、
宋
代
以
降
、「
韻
に
和
す
」
こ
と
は
定
着
し
て
い
る
。
そ
れ
は
詩
が
、
一
篇
全
体
が
韻
律
面
に
於
い
て
均
整
が
取
れ
て
い
る
こ
と
（「
至
音
」）
を
求
め
る
の
み
な
ら
ず
、
押
韻
部
分
で
も
印
象
的
に
急
き
立
て
る
、律
動
的
な
拍
動
を
生
ず
る
効
果
（「
促
節
」）を
も
狙
っ
た
こ
と
に
因
る
と
言
う
。
宋
の
欧
陽
守
道
（
淳
祐
元
年
( 一
二
四
一
) の
進
士
、
卒
年
六
十
五
）
は
唐
の
李
徳
裕
の
「
文
章
論
」
を
引
き
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
沈
休
文
長
於
音
韻
、
自
謂
「
靈
均
以
來
、
此
秘
未
覩
。」
唐
李
德
裕
非
之
、
以
爲
「
古
辭
如
金
石
琴
瑟
、
尚
於
至
音
。
今
文
如
絲
竹
鞞
鼓
、
迫
於
促
節
。」
大
概
謂
韻
局
則
句
累
、
不
若
不
韻
之
爲
愈
也
。
夫
自
局
於
韻
、
猶
病
累
句
、
況
一
用
他
人
之
韻
、
不
局
且
累
乎
。
唐
人
於
詩
、
和
意
、
不
和
韻
、
亦
曰
和
詩
固
不
必
韻
也
。
近
世
往
往
以
和
韻
爭
工
、
甚
則
有
追
和
古
作
全
帙
無
遺
。
如
東
坡
之
於
靖
節
翁
者
、
語
意
天
成
、
一
出
自
然
、
不
似
用
他
人
韻
也
。
由
此
言
之
、
才
力
有
餘
、
雖
用
他
人
韻
、
亦
復
何
局
之
有
、
況
自
用
韻
而
自
病
其
局
乎
。
德
裕
之
論
正
矣
、
亦
未
可
以
概
評
也
。
…
…
（
沈
休
文
は
音
韻
に
長
じ
、
自
ら
「
霊
均
以
来
、
此
の
秘
未
だ
覩
ず
」
と
謂
ふ
。
唐
の
李
徳
裕
は
之
を
非
と
し
、
以
て
「
古
辞
は
金
石
琴
瑟
の
ご
と
く
、
至
音
を
尚
ぶ
。
今
文
は
絲
竹
鞞
鼓
の
ご
と
く
、
促
節
に
迫
ら
る
」と
為
す
。大
概
ね
謂
へ
ら
く
韻
局
ら
る
れ
ば
則
ち
句
累
ら
れ
、
し
き
し
ば
韻
せ
ざ
る
の
愈
る
と
為
す
に
若
か
ざ
る
な
り
と
。
夫
れ
自
ら
韻
に
局
ら
れ
て
す
ま
さ
ら
、
猶
ほ
累
句
を
病
む
、
況
ん
や
一
ら
他
人
の
韻
を
用
ゐ
て
、
局
ら
れ
且
つ
累
も
っ
ぱ
ら
れ
ざ
る
を
や
。
唐
人
の
詩
に
於
け
る
は
、
意
に
和
し
、
韻
に
和
せ
ず
、
亦
た
曰
く
詩
に
和
す
る
は
固
よ
り
必
ず
し
も
韻
な
ら
ざ
る
な
り
と
。
近
世
往
々
に
し
て
韻
に
和
す
る
を
以
て
工
を
争
ひ
、
甚
だ
し
き
は
則
ち
古
作
に
追
和
し
て
全
帙
遺
す
無
き
有
り
。
東
坡
の
靖
節
翁
に
於
け
る
が
ご
と
き
は
、
語
意
天
成
、
一
ら
自
然
よ
り
出
で
、他
人
の
韻
を
用
ゐ
る
に
似
ざ
る
な
り
。此
よ
り
之
を
言
へ
ば
、
才
力
に
餘
り
有
れ
ば
、
他
人
の
韻
を
用
ふ
と
雖
も
、
亦
た
復
た
何
の
局
ら
る
る
こ
と
之
有
ら
ん
や
、
況
ん
や
自
ら
の
韻
を
用
ゐ
て
自
ら
其
の
局
ら
る
る
を
病
む
を
や
。徳
裕
の
論
は
正
し
き
か
な
、亦
た
未
だ
以
て
概
評
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
…
…
。「
陳
舜
功
詩
序
」）（
注
３
）
「
擬
古
」
詩
に
さ
ら
に
「
和
韻
」
と
い
う
技
巧
を
凝
ら
す
こ
と
に
よ
り
、
和
詩
が
、
却
っ
て
他
人
の
押
韻
に
拘
束
さ
れ
て
詩
句
の
意
が
天
成
自
然
を
損
な
う
「
累
句
」
に
な
り
か
ね
な
い
リ
ス
ク
を
冒
し
な
が
ら
も
（
注
４
）、
よ
り
斬
新
な
効
果
を
得
よ
う
と
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
も
蘇
東
坡
は
、
同
時
代
の
者
同
志
の
唱
和
で
あ
る
皮
・
陸
以
降
の
和
詩
と
は
異
な
り
、
時
代
を
超
え
て
和
し
（
す
な
わ
ち
「
追
和
」）、
右
掲
の
よ
う
に
、
自
ら
が
そ
の
鏑
矢
で
あ
る
こ
と
を
自
負
す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
て
、
そ
の
数
少
な
い
成
功
者
で
あ
る
と
も
評
さ
れ
る
。
そ
の
際
の
蘇
東
坡
の
作
は
、「
累
句
」
に
は
な
っ
て
は
い
な
い
と
言
え
る
以
上
、「
韻
」
に
「
和
」
し
、
も
と
よ
り
「
意
」
に
も
「
和
」
し
て
い
て
、
加
え
て
そ
れ
が
天
成
自
然
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
黄
山
谷
は
、
揚
州
時
代
の
作
に
限
っ
て
そ
う
で
は
な
い
と
見
た
。
蘇
東
坡
が
陶
淵
明
に
似
せ
よ
う
と
し
た
際
、
そ
も
そ
も
何
が
要
因
と
な
っ
て
黄
山
谷
の
好
評
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。
以
下
に
は
、
そ
の
点
を
具
体
的
な
作
品
に
於
い
て
見
た
い
。
五
揚
州
時
代
の
蘇
東
坡
は
、「
和
陶
」
詩
着
手
当
初
で
あ
る
と
は
言
え
、「
和
陶
」
を
思
い
立
っ
た
際
に
は
、「
擬
古
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
用
い
て
、
自
ら
を
極
力
陶
淵
明
に
似
せ
る
べ
く
詠
も
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
決
し
て
陶
淵
明
（
と
い
う
原
詩
）
の
「
韻
」
だ
け
に
「
和
」
し
、
陶
淵
明
と
は
些
か
別
個
の
「
己
れ
」
の
「
意
」
を
詠
む
こ
と
に
主
眼
を
置
く
よ
う
な
新
た
な
詩
篇
を
試
み
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
四
頁
蘇
東
坡
の
揚
州
時
代
の
作
に
は
、
黄
山
谷
も
挙
げ
る
よ
う
に
、「
和
飲
酒
」
詩
二
十
首
が
あ
る
。
陶
淵
明
は
先
ず
そ
の
其
一
で
、
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。
衰
榮
無
定
在
衰
栄
は
在
る
を
定
む
る
無
く
彼
此
更
共
之
彼
此
更
ご
も
之
を
共
に
す
邵
生
瓜
田
中
邵
生
は
瓜
田
の
中
な
れ
ば
寧
似
東
陵
時
寧
ぞ
東
陵
た
る
の
時
に
似
ん
や
寒
暑
有
代
謝
寒
暑
に
代
謝
有
り
人
道
毎
如
茲
人
道
も
毎
に
茲
の
ご
と
し
達
人
解
其
會
達
人
は
其
の
会
す
る
を
解
す
れ
ば
逝
將
不
復
疑
逝
く
ゆ
く
将
た
復
た
疑
は
ず
忽
與
一
觴
酒
忽
ち
一
觴
の
酒
に
与
か
れ
ば
（
觴
一
作
樽
）
日
夕
歡
相
持
日
の
夕
べ
相
持
す
る
を
歓
べ
り
こ
れ
に
対
し
て
蘇
東
坡
は
、
次
の
よ
う
に
和
し
て
い
る
（
合
わ
せ
似
せ
て
い
る
）。
我
不
如
陶
生
我
は
陶
生
に
如
か
ず
世
事
纒
綿
之
世
事
之
に
纏
綿
た
り
云
何
得
一
適
云
何
に
か
一
た
び
適
ふ
を
得
亦
有
如
生
時
亦
た
生
け
る
時
の
ご
と
き
有
ら
ん
寸
田
無
荊
棘
寸
田
に
荊
棘
無
け
れ
ば
佳
處
正
在
茲
佳
処
は
正
に
茲
に
在
ら
ん
縱
心
與
事
徃
心
を
縦
い
ま
ま
に
し
て
事
と
往
か
ば
所
遇
無
復
疑
遇
ふ
所
は
復
た
と
は
疑
ふ
無
し
偶
得
酒
中
趣
偶
た
ま
酒
中
の
趣
き
を
得
な
ば
空
杯
亦
常
持
杯
を
空
に
す
る
を
ば
亦
た
常
に
持
せ
ん
今
、
こ
の
両
者
を
比
較
し
、
隔
句
末
の
「
之
・
時
・
茲
・
疑
・
持
」
と
い
う
五
つ
の
「
韻
」
字
の
み
を
同
じ
で
あ
る
と
認
め
つ
つ
、
で
は
、
そ
の
「
意
」
は
と
い
う
と
、
詠
い
出
し
か
ら
し
て
陶
淵
明
は
誰
に
で
も
「
衰
栄
」
が
あ
る
と
詠
み
、
蘇
東
坡
は
自
分
は
「
陶
生
」（
淵
明
）
に
及
ば
な
い
と
詠
ん
で
い
て
、
両
者
全
く
異
な
り
、「
和
」
し
て
い
な
い
、
す
な
わ
ち
似
せ
る
こ
と
な
く
、
蘇
東
坡
は
「
己
れ
」
独
自
の
生
活
を
和
詩
で
詠
も
う
と
し
て
い
る
、
と
看
做
し
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
は
逆
に
両
者
の
差
異
を
見
出
だ
す
こ
と
に
な
り
、
蘇
東
坡
が
「
和
す
」
と
言
っ
て
い
る
意
図
に
反
す
る
読
み
を
す
る
こ
と
に
な
る
。「
和
す
」
と
言
っ
て
い
る
以
上
は
、
そ
れ
は
措
き
、「
意
」
に
和
し
、
併
せ
て
「
韻
」
に
も
和
し
て
い
る
と
先
ず
は
読
む
必
要
が
あ
る
。
先
ず
「
韻
」
に
つ
い
て
見
る
と
、
蘇
東
坡
は
隔
句
末
の
五
つ
の
韻
を
原
詩
に
同
じ
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
原
詩
の
持
っ
て
い
る
拍
動
の
律
動
感
、
韻
律
の
「
促
節
」
感
を
こ
の
和
詩
で
も
得
よ
う
と
す
る
。
そ
の
際
、
他
人
の
韻
を
借
り
る
こ
と
に
よ
っ
て
局
束
（
局
促
）
さ
れ
、
逆
に
効
果
を
削
い
で
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
が
有
れ
ば
、
そ
れ
は
こ
じ
つ
け
（「
累
句
」）
と
な
り
、
似
て
い
な
い
一
つ
の
要
因
と
も
な
り
得
る
。
例
え
ば
第
一
韻
の
押
韻
箇
所
「
纒
綿
之
」
は
、
当
時
と
し
て
は
比
較
的
新
し
い
措
辞
で
成
っ
て
い
る
。
同
時
代
、
同
じ
く
宋
の
鄭
剛
中
『
周
易
窺
餘
』
卷
三
に
「
鴟
鴞
取
茅
爲
巣
、
以
桑
根
纒
綿
之
、
以
備
風
雨
、
而
堅
固
其
室
。」（
鴟
鴞
は
茅
を
取
り
て
巣
と
為
し
、
桑
の
根
を
以
て
之
に
纒
綿
し
、
以
て
風
雨
に
備
へ
、
而
し
て
其
の
室
を
堅
固
に
す
。）
と
見
え
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
桑
の
木
の
根
を
絡
ま
せ
て
鳥
の
巣
を
補
強
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
蘇
東
坡
の
よ
う
な
世
事
の
悶
着
を
意
味
し
な
い
。
今
、
第
二
韻
以
下
の
韻
字
を
含
む
「
如
生
時
」、「
在
茲
」、「
無
復
疑
」、「
常
持
」
と
い
う
各
押
韻
部
分
の
措
辞
を
見
る
と
、
歴
代
多
用
さ
れ
て
来
て
い
る
も
の
な
の
で
、
も
し
も
天
成
自
然
で
な
い
「
促
節
」
感
を
与
え
る
押
韻
が
有
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
や
は
り
一
つ
目
の
「
纒
綿
之
」
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
も
、
陶
淵
明
の
「
余
嘗
學
仕
、
纒
綿
人
事
」（
余
嘗
て
仕
ふ
る
を
学
び
、
人
事
に
纒
綿
た
り
。「
祭
從
弟
敬
遠
文
」）
を
踏
ま
え
る
と
見
れ
ば
、
即
座
に
「
累
句
」
で
あ
る
と
は
言
い
切
れ
ず
、
む
し
ろ
天
成
の
韻
と
言
う
こ
と
も
出
来
る
。
五
頁
で
は
、「
意
」
の
面
は
と
い
う
と
、
初
句
を
見
た
場
合
、
陶
淵
明
が
「
衰
栄
は
定
在
無
し
」
と
詠
む
所
を
、
蘇
東
坡
は
「
我
は
陶
生
に
如
か
ず
」
と
詠
ん
で
い
る
の
で
、
一
見
ま
っ
た
く
似
て
い
な
い
。こ
の
よ
う
な
初
句
を
以
て
始
ま
る
蘇
東
坡
の
こ
の「
和
飲
酒
」
其
一
は
、
全
二
十
首
中
の
冒
頭
に
置
か
れ
る
た
め
、「
和
陶
」
を
行
な
う
事
へ
の
序
章
の
役
割
を
も
担
っ
て
い
る
。
そ
の
様
な
役
目
を
負
わ
せ
た
上
で
、
そ
の
表
現
を
更
に
「
擬
古
」
の
形
で
陶
淵
明
の
其
一
に
合
わ
せ
、似
せ
る
こ
と
を
蘇
東
坡
は
、
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
読
む
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
陶
淵
明
の
初
二
句
「
衰
栄
は
在
る
を
定
む
る
無
く
、
彼
此
更
ご
も
之
を
共
に
す
」
に
対
し
て
、
蘇
東
坡
が
「
我
は
陶
生
に
如
か
ず
、
世
事
之
に
纏
綿
た
り
」
で
類
似
代
替
し
、
陶
淵
明
の
「
意
」
に
合
わ
せ
似
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
確
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
、
初
二
句
を
見
る
と
、
陶
淵
明
は
自
他
か
ま
わ
ず
世
の
な
か
誰
に
で
も
「
衰
栄
」
は
訪
れ
る
、
と
人
一
般
に
起
こ
り
得
る
境
遇
を
詠
む
。
こ
の
句
に
関
し
て
黄
山
谷
も
「『
衰
榮
無
定
在
、
彼
此
更
共
之
』
此
是
西
漢
人
文
章
、
他
人
多
少
言
語
、
盡
得
此
理
。」（
…
…
此
れ
は
是
れ
西
漢
人
の
文
章
な
り
、
他
人
の
多
少
か
の
言
語
に
し
て
、
い
く
ば
く
尽
く
此
の
理
を
得
ん
や
。『
詩
人
玉
屑
』
引
）
と
言
う
よ
う
に
、
蘇
東
坡
は
そ
の
よ
う
な
警
句
（「
理
」）
を
我
が
も
の
と
し
て
い
る
陶
淵
明
に
自
分
は
及
ば
な
い
と
承
け
た
上
で
、
自
分
に
は
栄
衰
を
生
じ
さ
せ
る
煩
わ
し
い
世
事
が
ま
だ
纏
わ
り
付
い
て
い
て
、
そ
れ
で
も
何
と
か
陶
淵
明
の
境
地
に
近
づ
き
た
い
、
と
詠
ん
で
行
く
。
す
な
わ
ち
、
人
は
誰
し
も
栄
衰
が
有
る
と
い
う
陶
淵
明
の
得
た
人
生
観
を
、
そ
の
一
現
象
で
あ
る
世
事
が
自
分
に
も
纏
わ
り
付
い
て
い
る
と
い
う
蘇
東
坡
自
身
の
目
下
の
人
生
の
述
懐
で
類
似
代
替
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。そ
の
よ
う
に
看
做
す
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
そ
れ
は
陶
淵
明
の
「
意
」
に
「
和
」
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
以
下
、
蘇
東
坡
は
陶
淵
明
が
入
手
し
到
達
し
た
の
と
同
じ
嘗
て
の
東
陵
侯
邵
平
の
栄
衰
の
果
て
の
瓜
田
生
活
を
自
分
も
営
ん
で
行
き
た
い
と
詠
む
。
そ
の
際
、
陶
淵
明
の
「
邵
生
は
瓜
田
の
中
な
れ
ば
、
寧
ぞ
東
陵
た
る
の
時
に
似
ん
や
」
を
承
け
、「
云
何い
か
に
か
一
た
び
適
ふ
を
得
、
亦
た
生
け
る
時
の
ご
と
き
有
ら
ん
」
と
言
う
。
す
な
わ
ち
陶
淵
明
が
「
衰
栄
」
の
例
と
し
て
挙
げ
た
「
邵
生
」
の
生
活
を
、
蘇
東
坡
は
自
ら
が
理
想
と
す
る
「
陶
生
」（
淵
明
）
の
「
生
け
る
時
」（
生
前
）
の
生
活
を
捉
え
る
こ
と
で
承
け
、
陶
淵
明
同
様
に
自
ら
が
到
達
し
た
い
境
地
を
詠
ん
で
行
く
。
そ
こ
で
、
陶
淵
明
の
詠
む
邵
平
の
瓜
田
生
活
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
、
蘇
東
坡
は
「
寸
田
に
荊
棘
無
け
れ
ば
、
佳
処
は
正
に
茲
に
在
ら
ん
。
心
を
縦
い
ま
ま
に
し
て
事
と
往
か
ば
、
遇
ふ
所
は
復
た
と
は
疑
ふ
無
し
」
と
詠
む
。
陶
淵
明
が
「
寒
暑
に
代
謝
有
り
、人
道
も
毎
に
茲
の
ご
と
し
。達
人
は
其
の
会
す
る
を
解
す
れ
ば
、逝
く
ゆ
く
将
は
た
復
た
疑
は
ず
」
と
詠
み
、「
達
人
」（
邵
平
）
は
瓜
田
生
活
を
通
し
て
天
道
の
代
謝
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
出
来
、
人
道
の
成
り
行
き
が
分
か
っ
て
い
る
者
だ
と
言
っ
た
の
を
承
け
、
蘇
東
坡
は
我
が
「
寸
田
」
の
「
荊
棘
」
を
刈
り
、「
事
」
の
成
り
行
き
に
合
わ
せ
て
「
心
を
縦
い
ま
ま
に
し
」、
出
会
う
物
事
に
対
し
て
「
疑
ひ
」
が
湧
か
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
、
達
人
の
境
地
は
手
に
入
る
と
す
る
。
そ
し
て
邵
平
の
瓜
田
生
活
に
も
等
し
い
自
ら
の
寸
田
修
養
に
於
い
て
そ
の
境
地
に
到
達
し
よ
う
と
す
る
。
な
お
、
そ
の
際
の
「
寸
田
」
と
は
、「
田
」
は
「
田
」
で
も
、
道
書
の
『
黄
庭
内
景
經
』
に
「
但
當
吸
氣
煉
子
精
、
寸
田
尺
宅
可
治
生
。」（
但
だ
当
に
気
を
吸
ひ
て
子
が
精
を
煉
る
の
み
に
し
て
、寸
田
尺
宅
は
生
を
治
む
べ
し
。）と
あ
る
「
三
丹
田
」（
両
眉
間
を
上
丹
田
、心
を
絳
宮
田
、臍
下
三
寸
を
下
丹
田
と
謂
ひ
、各
々
方
一
寸
な
り
）
の
一
つ
を
言
う
（
因
み
に
「
尺
宅
」
は
、
面
を
い
う
）。
道
家
は
そ
の
「
寸
田
尺
宅
」
説
に
基
づ
い
て
「
寸
田
尺
宅
可
理
生
、
外
物
不
干
泰
而
平
」（
寸
田
尺
宅
は
生
を
理
む
べ
し
、
外
物
干
さ
ざ
れ
ば
泰
ら
か
に
し
て
平
ら
か
な
り
）
と
し
、
丹
田
を
鍛
え
て
を
か
長
生
を
得
る
「
養
生
引
年
」
を
求
め
る
。
そ
の
「
寸
田
尺
宅
」
を
蘇
東
坡
は
、「
養
氣
如
養
兒
、
棄
官
如
棄
泥
。
人
皆
笑
予
拙
、
事
定
竟
難
迷
。
歸
耕
獨
患
貧
、
問
予
何
所
齎
。
尺
宅
自
足
芘
、
寸
田
有
餘
畦
。
眀
珠
照
短
褐
、
陋
室
生
虹
蜺
。
…
…
」（
気
を
養
ふ
は
児
を
養
ふ
が
ご
と
く
、
官
を
棄
つ
る
は
泥
を
棄
つ
る
が
ご
と
し
。
人
皆
予
の
拙
な
る
を
笑
ふ
も
、
事
の
定
ま
る
は
竟
に
迷
ひ
難
し
。
帰
り
て
耕
す
は
独
り
貧
な
る
を
患
へ
ば
、
予
に
問
ふ
何
の
斎
す
る
所
ぞ
と
。
尺
宅
は
自
ら
芘
ふ
に
足
り
、
寸
田
は
餘
畦
あ
り
。
明
珠
は
短
褐
を
照
ら
し
、
陋
室
は
虹
蜺
を
生
ず
。
…
…
。「
贈
王
仲
素
寺
丞
」
詩
）
等
と
用
い
、
実
践
も
し
て
い
る
。
そ
れ
は
東
陵
侯
の
瓜
畑
の
よ
う
な
六
頁
実
際
の
田
畑
で
は
な
く
、「
丹
田
」
す
な
わ
ち
心
を
耕
す
こ
と
を
言
う
。
こ
こ
も
そ
の
よ
う
な
老
荘
思
想
の
表
現
で
あ
っ
て
、
い
わ
ば
抽
象
的
に
類
似
代
替
（
似
せ
、
合
わ
せ
よ
う
と
）
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
蘇
東
坡
の
そ
の
よ
う
な
表
現
は
、
歴
代
の
注
釈
者
が
『
黄
庭
經
』
が
出
典
で
あ
る
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
思
想
を
背
景
に
持
つ
典
故
で
あ
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
。
か
く
し
て
陶
淵
明
と
同
じ
「
復
た
と
は
疑
ふ
無
し
」
の
境
地
に
蘇
東
坡
も
到
り
、
陶
淵
明
が
結
二
句
で
「
忽
ち
一
觴
の
酒
に
与
か
れ
ば
、
日
の
夕
べ
相
持
す
る
を
歓
べ
り
」
と
言
う
所
を
、
蘇
東
坡
も
「
偶
た
ま
酒
中
の
趣
き
を
得
な
ば
、
杯
を
空
に
す
る
を
ば
亦
た
常
に
持
せ
ん
」
と
言
い
、
詩
題
に
沿
っ
た
「
飲
酒
」
の
真
の
歓
び
を
陶
淵
明
と
共
有
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
詠
い
出
し
か
ら
し
て
相
離
れ
て
い
る
か
に
見
え
る
両
者
の
詠
で
は
あ
る
が
、
そ
の
表
現
の
背
景
を
探
索
し
て
み
る
と
、
こ
の
「
飲
酒
」
其
一
で
は
蘇
東
坡
は
陶
淵
明
の
「
意
」
に
極
力
「
和
」
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
来
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
紙
幅
の
都
合
上
詳
述
し
な
い
が
、
こ
の
其
一
を
冒
頭
に
置
く
蘇
東
坡
揚
州
時
代
の
作
で
あ
る
「
和
陶
」
当
初
の
作
「
和
飲
酒
」
詩
全
二
十
首
は
、
以
上
の
よ
う
に
見
る
と
、
そ
の
ほ
ぼ
半
数
が
こ
の
其
一
に
見
る
よ
う
な
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
蘇
東
坡
が
「
和
陶
」
の
当
初
か
ら
自
分
の
生
活
の
中
に
陶
淵
明
的
な
も
の
を
見
出
だ
し
、
陶
淵
明
の
意
境
に
迫
ろ
う
と
し
て
、
自
分
の
生
活
を
、
或
い
は
存
在
を
「
擬
古
」
詩
形
式
で
再
構
築
し
て
い
る
こ
と
は
ほ
ぼ
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
「
和
飲
酒
」
其
十
三
は
、
歴
代
の
注
釈
者
も
施
注
し
て
い
る
よ
う
に
、
仏
教
思
想
を
色
濃
く
滲
ま
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
陶
淵
明
の
深
層
（
老
荘
哲
学
）
に
ま
で
迫
ろ
う
と
し
て
い
る
。
蘇
東
坡
の
そ
の
様
な
意
図
を
酌
む
と
、
黄
山
谷
評「
己
が
作
る
所
の
ご
と
し
」は
そ
の
意
図
に
そ
ぐ
わ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
て
来
る
。
六
と
こ
ろ
が
、
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
に
は
言
い
切
れ
な
い
作
も
、蘇
東
坡
「
和
飲
酒
」
詩
二
十
首
中
に
は
あ
る
。
例
え
ば
陶
淵
明
の
原
詩
の
著
名
度
が
高
い
其
五
を
例
に
取
り
た
い
。
先
ず
、
陶
淵
明
は
次
の
よ
う
に
詠
む
。
結
廬
在
人
境
廬
を
結
び
て
人
境
に
在
り
而
無
車
馬
喧
而
も
車
馬
の
喧
し
き
無
し
問
君
何
能
爾
君
に
問
ふ
何
ぞ
能
く
爾
る
や
と
心
遠
地
自
偏
心
遠
け
れ
ば
地
自
ら
偏
な
れ
ば
な
り
採
菊
東
籬
下
菊
を
採
る
東
籬
の
下
悠
然
見
南
山
悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る
山
氣
日
夕
佳
山
気
日
夕
に
佳
く
飛
鳥
相
與
還
飛
鳥
相
与
に
還
る
此
中
有
眞
意
此
の
中
に
真
意
有
り
欲
辯
已
忘
言
弁
ぜ
ん
と
欲
し
て
已
に
言
を
忘
る
そ
し
て
蘇
東
坡
は
こ
れ
を
承
け
、
次
の
よ
う
に
和
し
て
い
る
。
小
舟
眞
一
葉
小
舟
は
真
に
一
葉
下
有
暗
浪
喧
下
に
は
暗
き
浪
の
喧
し
き
有
り
夜
棹
醉
中
發
夜
に
棹
さ
し
て
酔
中
に
発
て
ば
不
知
枕
几
偏
枕
几
の
偏
る
を
知
ら
ず
天
明
問
前
路
天
明
け
て
前
路
を
問
へ
ば
已
度
千
重
山
已
に
千
重
の
山
を
度
れ
り
（
重
一
作
金
）
嗟
我
亦
何
爲
あ
ゝ
我
亦
た
何
を
か
為
さ
ん
や
此
道
常
往
還
此
の
道
を
ば
常
に
往
還
す
未
來
寧
早
計
未
来
は
寧
ぞ
早
に
計
ら
ん
既
往
復
何
言
既
往
も
復
た
何
を
か
言
は
ん
や
七
頁
和
詩
の
「
韻
」
に
つ
い
て
見
る
と
、
一
つ
目
の
韻
を
含
む
「
浪
喧
」
と
い
う
語
は
、
す
で
に
唐
の
釈
齊
已
に
「
三
峡
浪
喧
明
月
夜
」（
三
峡
浪
喧
し
く
明
月
の
夜
。「
送
王
處
士
遊
蜀
」
詩
）
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
押
韻
箇
所
に
用
い
た
蘇
東
坡
の
「
暗
浪
喧
」
と
い
う
措
辞
も
、
表
現
の
自
然
を
損
な
う
も
の
と
な
る
可
能
性
は
少
な
い
。
で
は
、
第
二
韻
の
「
枕
几
偏
」
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
こ
れ
は
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
蘇
東
坡
以
前
に
用
例
を
見
な
い
。そ
の
他
、三
韻
目
以
下
の
「
千
重
山
」（
一
作
「
千
金
山
」）
や
「
往
還
」、「
何
言
」
の
措
辞
は
、
第
一
韻
同
様
に
古
く
か
ら
多
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
も
し
も
押
韻
に
よ
る
局
束
が
問
題
に
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
第
二
韻
「
枕
几
偏
」
で
は
な
い
か
。
「
枕
几
」
は
、
例
え
ば
宋
の
李
覯
（
泰
伯
）
に
「
…
…
振
衣
託
歸
舟
、
河
流
迅
弧
矢
。
淮
清
江
且
平
、
踰
月
在
枕
几
。
…
…
（
…
…
衣
を
振
ひ
て
帰
舟
に
託
せ
ば
、
河
流
弧
矢
よ
り
迅
し
。
淮
清
く
し
て
江
は
且
く
平
ら
か
な
れ
ば
、
月
を
踰
え
て
枕
几
に
在
り
。
…
…
。「
寄
祖
祕
丞
（
龍
學
）」
詩
）
と
あ
る
等
、
宋
代
以
降
は
、
蘇
東
坡
の
当
時
も
含
め
、
舟
中
の
調
度
品
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
る
（
注
５
）。
た
だ
し
使
用
例
が
多
く
な
い
。
し
か
も
そ
れ
が
蘇
東
坡
以
外
に
用
例
を
見
な
い
「
枕
几
偏
」
と
い
う
措
辞
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
な
る
と
（
注
６
）、
天
成
と
は
言
い
難
く
、
無
理
の
あ
る
「
累
句
」
と
さ
れ
る
可
能
性
を
孕
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
と
も
あ
れ
、
そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
を
冒
し
な
が
ら
も
、
原
詩
の
韻
律
に
よ
る
「
促
節
」
感
の
効
果
を
期
し
つ
つ
、
さ
ら
に
そ
の
「
意
」
に
合
わ
せ
よ
う
と
、
蘇
東
坡
は
努
め
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
は
蘇
東
坡
が
自
ら
の
生
活
を
ど
の
よ
う
に
陶
淵
明
の
生
活
に
比
擬
し
よ
う
と
し
た
の
か
が
見
え
て
来
る
と
思
わ
れ
る
。
次
に
は
、
こ
の
「
飲
酒
」
其
五
の
原
詩
と
和
詩
の
、
両
者
の
「
意
」
に
於
け
る
（
相
違
点
で
は
な
く
）
類
似
点
を
、
以
下
、
そ
の
「
意
」
の
ま
と
ま
り
で
あ
る
二
句
一
聯
あ
る
い
は
四
句
一
段
落
ご
と
に
、
具
体
的
に
見
た
い
。
ａ
先
ず
冒
頭
の
二
句
で
あ
る
が
、
蘇
東
坡
は
、
陶
淵
明
の
「
廬
」
に
於
け
る
生
活
を
、
自
ら
は
そ
の
「
小
舟
」
に
於
け
る
生
活
で
類
似
代
替
さ
せ
よ
う
と
す
る
。「
小
舟
」
は
蘇
東
坡
が
南
方
揚
州
の
貶
処
で
の
日
常
、
行
く
先
々
で
生
活
の
具
と
し
て
利
用
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
も
そ
れ
で
赤
壁
ま
で
出
か
け
た
り
、
そ
の
中
で
飲
酒
し
た
り
も
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
次
の
句
等
に
よ
り
好
く
知
ら
れ
る
。
…
…
我
行
本
無
事
、
孤
舟
任
斜
横
。
中
流
自
偃
仰
、
適
與
風
相
迎
。
舉
杯
屬
浩
渺
、
樂
此
兩
無
情
。
…
…
（
…
…
我
が
行
本
よ
り
事
無
く
、
孤
舟
は
斜
横
す
る
に
任
す
。
中
流
自
ら
偃
仰
し
、
適
た
ま
風
と
相
迎
ふ
。
杯
を
挙
ぐ
る
は
浩
渺
た
る
に
属
し
、
此
の
両
つ
な
が
ら
情
無
き
を
楽
し
む
。
…
…
。「
晩
入
飛
英
寺
、
分
韻
得
月
明
星
稀
」
四
首
之
二
、
四
十
四
歳
、
湖
州
）
今
日
舟
中
無
他
事
、
十
指
如
懸
槌
、
適
有
人
致
嘉
酒
、
遂
獨
飲
一
杯
、
醺
然
徑
醉
、
…
…
（
今
日
舟
中
他
事
無
く
、
十
指
槌
を
懸
く
る
が
ご
と
し
、
適
た
ま
人
の
嘉
酒
を
致
す
有
れ
ば
、遂
に
独
り
一
杯
を
飲
み
、醺
然
と
し
て
径
ち
酔
ふ
、
…
…
。「
答
賈
耘
老
」
四
首
之
四
）
壬
戌
之
秋
、
七
月
既
望
、
蘇
子
與
客
泛
舟
、
游
於
赤
壁
之
下
。
…
…
而
吾
與
子
之
所
共
適
。
客
喜
而
笑
、
洗
盞
更
酌
。
肴
核
既
盡
、
杯
盤
狼
籍
、
相
與
枕
藉
乎
舟
中
、
不
知
東
方
之
既
白
。（
壬
戌
の
秋
、
七
月
既
望
、
蘇
子
客
と
舟
を
泛
か
べ
、
赤
壁
の
下
に
游
ぶ
。
…
…
而
し
て
吾
と
子
の
共
に
適
ふ
所
な
り
。
客
喜
び
て
笑
ひ
、
盞
を
洗
ひ
て
更
に
酌
む
。
肴
核
既
に
尽
き
、
杯
盤
狼
籍
た
れ
ば
、
相
与
に
舟
中
に
枕
藉
し
、
東
方
の
既
に
白
む
を
知
ら
ず
。「
前
赤
壁
賦
」、
四
十
七
歳
、
黄
州
）
八
頁
蘇
東
坡
に
於
け
る
こ
の
よ
う
な
「
舟
（
舟
中
）」
の
生
活
は
、
時
に
「
舟
中
熱
倦
」
（
舟
中
は
熱
く
倦
む
。「
與
劉
器
之
」
詩
）、「
數
日
熱
甚
、
舟
中
揮
汗
」（
数
日
熱
き
こ
と
甚
し
く
、
舟
中
汗
を
揮
ふ
。「
與
子
由
」
二
首
之
二
）
等
と
不
快
を
訴
え
た
り
す
る
こ
と
も
併
せ
、
あ
る
種
の
閑
適
な
場
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
和
詩
の
冒
頭
で
「
暗
く
騒
が
し
い
波
浪
の
ご
と
き
人
の
世
に
、
静
か
に
一
艘
の
小
舟
を
浮
か
べ
て
い
る
」
と
詠
む
の
は
、
陶
淵
明
が
車
馬
の
往
来
の
騒
が
し
い
人
境
の
中
で
、
園
田
と
一
体
化
し
、
静
か
な
「
廬
」
ぐ
ら
し
を
し
て
い
る
と
詠
む
の
に
等
し
い
（
注
７
）。
後
述
す
る
が
（
ｃ
ⅱ
）、
そ
の
点
こ
そ
、
陶
・
蘇
両
者
と
も
に
、
い
わ
ば
「
飲
酒
」
に
よ
っ
て
「
無
意
」「
忘
情
」
の
境
地
に
到
り
得
て
い
る
と
言
わ
れ
る
部
分
で
あ
ろ
う
。
ｂ
次
に
、
三
・
四
句
目
で
陶
淵
明
は
、「
人
境
」
と
い
う
周
囲
の
騒
が
し
い
「
廬
」
ぐ
ら
し
で
も
、
飲
酒
に
よ
る
「
心
遠
し
」
と
い
う
心
的
状
況
下
に
自
ら
を
置
く
こ
と
に
よ
り
、
あ
た
か
も
田
舎
暮
ら
し
の
よ
う
に
閑
か
さ
が
保
た
れ
る
こ
と
を
詠
む
。
そ
れ
は
、
晋
の
王
康
琚
の
言
う
「
小
隱
隱
陵
藪
、
大
隱
隱
朝
市
」（
小
隠
は
陵
薮
に
隠
れ
、
大
隠
は
朝
市
に
隠
る
。「
反
招
隠
」
詩
）、
劉
宋
の
周
續
之
の
言
う
「
情
致
兩
忘
者
、
朝
市
亦
巌
谷
耳
」（
情
と
致
き
と
両
つ
な
が
ら
忘
れ
ば
、
朝
市
も
亦
た
巌
谷
な
る
の
み
。『
廬
山
記
』「
蓮
社
髙
賢
傳
」）
等
の
よ
う
な
魏
晋
以
来
の
玄
学
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
点
を
蘇
東
坡
は
「
舟
中
」
の
酔
境
で
類
似
代
替
さ
せ
、「
酔
い
つ
ぶ
れ
て
寝
込
ん
だ
真
夜
中
の
舟
出
ゆ
え
、
そ
の
間
の
こ
と
は
分
か
ら
な
い
」
と
詠
む
。『
莊
子
』
達
生
篇
の
「
夫
醉
者
之
墜
車
、
雖
疾
不
死
」（
夫
れ
酔
ふ
者
の
車
を
墜
つ
る
は
、
疾
む
と
雖
も
死
な
ず
）
を
思
わ
せ
る
が
、
酔
境
に
在
れ
ば
、
波
の
騒
が
し
さ
に
よ
っ
て
安
穏
が
妨
げ
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
に
は
陥
ら
な
い
。
無
論
、
心
境
も
陶
淵
明
同
様
、
波
立
た
な
い
。
そ
れ
を
以
て
蘇
東
坡
も
自
ら
を
「
心
遠
し
」
の
境
地
に
近
づ
い
て
い
る
と
看
做
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
推
測
に
難
く
な
い
。
ｃ
ⅰ
そ
し
て
、「
夜
が
明
け
て
行
き
着
い
た
先
を
問
う
と
、
も
う
幾
重
も
の
山
を
通
り
過
ぎ
て
い
た
」
と
蘇
東
坡
は
五
・
六
句
目
で
続
け
る
。
陶
淵
明
の
田
園
生
活
に
於
け
る
「
菊
を
採
る
東
籬
の
下
、
悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る
」
と
い
う
境
地
を
、
舟
中
の
生
活
で
あ
る
「
天
明
け
て
前
路
を
問
へ
ば
、
已
に
千
重
の
山
を
度
れ
り
」
と
い
う
句
で
類
似
代
替
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
は
注
視
に
値
し
よ
う
。
蘇
東
坡
は
「
臘
梅
贈
趙
景
貺
」
詩
で
も
「
醉
中
不
覺
度
千
山
」（
酔
中
覚
え
ず
千
山
を
度
る
）
と
詠
み
、「
千
山
を
度
る
」
際
の
「
酔
中
覚
え
ず
」
の
境
地
、
酔
境
に
在
っ
て
は
無
我
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
（
注
８
）。
こ
こ
も
そ
れ
と
同
様
、
世
間
の
荒
波
に
も
喩
え
ら
れ
る
「
暗
き
浪
」
の
喧
噪
を
枕
几
の
彼
方
に
逐
い
遣
っ
た
（
陶
淵
明
と
同
じ
く
悠
然
た
る
）
無
我
の
境
地
に
在
る
こ
と
を
言
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
の
「
度
…
山
」
と
い
う
語
は
、
鮑
照
「
學
劉
公
幹
體
」
詩
に
「
胡
風
吹
朔
雪
、
千
里
度
龍
山
」（
胡
風
朔
雪
を
吹
き
、
千
里
龍
山
を
度
る
）
と
あ
り
、
ま
た
古
楽
府
の
「
相
和
歌
」
に
は
「
度
關
山
曲
」（
関
山
を
度
る
の
曲
）
も
有
る
よ
う
に
、
随
分
の
距
離
を
旅
す
る
こ
と
を
意
味
し
（
注
９
）、
蘇
東
坡
自
身
も
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
「
幾
處
縈
回
度
山
曲
、
一
時
清
駃
滿
江
東
」（
幾
処
か
縈
り
回
り
て
山
曲
を
度
り
、
一
時
の
清
駃
江
東
に
満
つ
。「
舶
趠
風
」
詩
）、「
西
行
度
連
山
、
北
出
臨
漢
水
」（
西
の
か
た
行
き
て
は
連
山
を
度
り
、北
の
か
た
出
で
て
は
漢
水
に
臨
む
。「
萬
山
」詩
）、
「
一
夜
東
風
吹
石
裂
、
半
隨
飛
雪
度
關
山
」（
一
夜
の
東
風
石
を
吹
き
て
裂
き
、
半
ば
飛
雪
に
随
つ
て
関
山
を
度
る
。「
梅
花
」
二
首
之
一
）
等
と
、
屡
々
用
い
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
遠
く
旅
す
る
こ
と
を
具
体
的
に
述
べ
る
の
と
同
時
に
、
用
い
ら
れ
方
に
よ
っ
て
は
、
次
の
唐
の
釈
道
世
『
法
苑
珠
林
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
諸
山
を
度
る
」
や
「
雪
山
を
度
る
」
と
い
う
、
仏
教
思
想
に
於
い
て
修
行
し
艱
難
辛
苦
を
九
頁
乗
り
越
え
る
比
喩
的
な
意
味
を
も
含
ま
せ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
宋
江
陵
辛
寺
有
釋
法
顯
、
…
…
發
自
長
安
西
度
流
沙
、
…
…
。
有
頃
至
葱
嶺
。
葱
嶺
冬
夏
積
雪
、
有
惡
龍
吐
毒
、
風
雨
沙
礫
、
山
路
艱
危
、
…
…
。
次
度
雪
山
、
山
遇
寒
風
暴
起
、
…
…
（
宋
の
江
陵
辛
寺
に
釋
法
顯
有
り
、
…
…
長
安
よ
り
発
し
て
西
の
か
た
流
沙
を
度
り
、
…
…
、
頃
く
有
り
て
葱
嶺
に
至
る
。
葱
嶺
は
冬
夏
雪
を
積
み
、
悪
龍
の
毒
を
吐
く
有
り
、
風
雨
沙
礫
、
山
路
艱
危
、
…
…
。
次
に
雪
山
を
度
る
に
、
山
は
寒
風
の
暴
か
に
起
こ
る
に
遇
ひ
、
…
…
。『
法
苑
珠
林
』
卷
三
十
四
「
引
證
部
」
宋
沙
門
釋
法
顯
）
…
…
閻
浮
樹
者
、
此
樹
生
在
閻
浮
提
地
、
…
…
時
有
一
人
、
名
曰
長
脛
、
本
是
王
種
、
姓
拘
利
氏
、
宿
業
果
報
、
所
得
神
通
、
若
行
水
中
、
前
脚
未
沒
、
後
脚
已
移
、
若
行
草
葉
、
草
雖
未
靡
、
便
得
移
歩
。
是
人
從
佛
聞
説
此
樹
、
即
白
佛
言
「
我
今
行
至
閻
浮
樹
不
。」
答
云
「
得
至
。」
是
人
禮
佛
、
向
北
而
去
、
度
諸
山
、
經
過
七
山
、
第
七
名
金
邊
山
、
登
山
頂
、
向
北
聳
身
遠
望
、
唯
見
黑
暗
、
怖
畏
而
返
。
佛
問
「
汝
至
閻
浮
樹
不
。」
答
言
「
不
到
。」
佛
問
「
汝
何
所
見
。」
答
曰
「
唯
覩
黑
暗
。」
佛
言
「
此
黑
暗
色
即
閻
浮
樹
。」
…
…
（
…
…
閻
浮
樹
な
る
者
は
、
此
樹
生
じ
て
閻
浮
提
の
地
に
在
り
、
…
…
時
に
一
人
有
り
、
名
づ
け
て
長
脛
と
曰
ふ
、
…
…
是
の
人
仏
に
従
つ
て
此
の
樹
を
説
く
を
聞
き
、
即
ち
仏
に
白
し
て
言
ふ
「
我
今
行
き
て
閻
浮
樹
に
至
る
や
不
や
」
と
。
答
へ
て
云
ふ
「
至
る
を
得
」
と
。
是
の
人
仏
に
礼
し
、
北
に
向
か
ひ
て
去
り
、
諸
山
を
度
り
、
七
山
を
経
過
す
。
第
七
は
金
辺
山
と
名
づ
け
、
山
頂
に
登
り
て
、
北
に
向
か
ひ
て
身
を
聳
て
て
遠
望
す
れ
ば
、
唯
だ
黒
暗
な
る
を
見
る
の
み
、
怖
畏
し
て
返
る
。
仏
問
ふ
「
汝
閻
浮
樹
に
至
る
や
不
や
」
と
。
答
へ
て
言
ふ
「
到
ら
ず
」
と
。
仏
問
ふ
「
汝
何
の
見
る
所
ぞ
」
と
。
答
へ
て
曰
は
く
「
唯
だ
黒
暗
を
覩
る
の
み
」
と
。
仏
言
ふ
「
此
の
黒
暗
色
こ
そ
即
ち
閻
浮
樹
な
り
」
と
。
…
…
。『
法
苑
珠
林
』
卷
七
十
九
「
樹
果
部
」
閻
浮
樹
）
蘇
東
坡
は
そ
の
よ
う
な
意
味
を
も
踏
ま
え
て
「
千
重
の
山
を
度
る
」
を
、
陶
淵
明
の
「
悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る
」
の
類
似
代
替
と
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
な
ら
ば
、
陶
淵
明
に
「
服
菊
増
年
」（
菊
を
服
し
て
年
を
増
す
）
と
い
う
老
荘
思
想
の
背
景
が
あ
る
の
を
承
け
（
注
）、
蘇
東
坡
も
「
度
脱
、
得
度
」
の
仏
教
思
想
を
踏
ま
10
え
た
と
す
る
こ
と
で
、
重
層
的
な
陶
淵
明
の
哲
学
（「
意
」）
に
よ
り
い
っ
そ
う
「
和
」
す
た
め
の
裏
打
ち
ま
で
し
て
い
る
と
看
做
せ
る
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
し
こ
こ
は
、
歴
代
の
注
釈
家
が
そ
の
よ
う
な
注
を
施
し
て
い
な
い
箇
所
で
も
あ
り
、
仏
教
思
想
の
典
故
は
認
め
ら
れ
難
い
か
も
知
れ
な
い
。
ｃ
ⅱ
な
お
、
蘇
東
坡
が
陶
淵
明
の
「
飲
酒
」
詩
の
境
地
を
老
荘
思
想
の
「
意
無
し
」（
無
意
）、「
情
を
忘
る
」（
忘
情
）
に
浸
っ
て
い
る
と
見
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
予
め
触
れ
て
お
い
た
（
ａ
）。
そ
れ
は
こ
の
「
採
菊
東
籬
下
、
悠
然
見
南
山
」
の
二
句
に
関
す
る
蘇
東
坡
の
次
の
論
に
よ
る
。
…
…
東
坡
云
「
陶
淵
明
意
不
在
詩
、
詩
以
寄
其
意
耳
。
…
…
『
采
菊
東
籬
下
、
悠
然
見
南
山
』
則
本
自
采
菊
、
無
意
望
山
、
適
舉
首
而
見
之
、
悠
然
忘
情
、
趣
閑
而
心
遠
。」
…
…
（
…
…
東
坡
云
ふ
「
陶
淵
明
の
意
は
詩
に
在
ら
ず
、
詩
は
以
て
其
の
意
を
寄
す
る
の
み
。
…
…
『
菊
を
采
る
東
籬
の
下
、
悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る
』
は
則
ち
本
よ
り
自
ら
菊
を
采
り
、
意
の
山
を
望
む
無
し
、
適
た
ま
首
を
挙
げ
て
之
を
見
れ
ば
、
悠
然
と
し
て
情
を
忘
れ
、
趣
き
閑
か
に
し
て
心
遠
し
」
と
。
…
…
。
宋
、
晁
補
之
「
題
陶
淵
明
詩
後
」（『
鷄
肋
集
』）
引
）
彼
哉
嵇
阮
曹
、
終
以
明
自
膏
。
靖
節
固
昭
曠
、
歸
來
侶
蓬
蒿
。
新
霜
著
疎
柳
、
大
風
起
江
濤
。
東
籬
理
黄
華
、
意
不
在
芳
醪
。
白
衣
挈
壺
至
、
徑
醉
還
遊
遨
。
一
〇
頁
悠
然
見
南
山
、
意
與
秋
氣
高
。（
彼
な
る
か
な
嵇
・
阮
ら
、
終
に
以
て
自
ら
の
膏
を
明
る
く
す
。
靖
節
は
固
よ
り
昭
曠
、
帰
り
来
た
り
て
蓬
蒿
を
侶
と
す
。
新
霜
疎
柳
に
着
き
、
大
風
江
涛
に
起
く
。
東
籬
に
黄
華
を
理
ふ
る
も
、
意
は
芳
醪
に
在
ら
ず
。
白
衣
壷
を
挈
げ
て
至
れ
ば
、
径
ち
酔
ひ
て
還
た
遊
遨
す
。
悠
然
と
し
て
南
山
を
見
、
意
は
秋
気
と
高
し
。「
題
李
伯
時
淵
明
東
籬
圖
」
詩
（「
白
衣
」
は
、
刺
史
の
王
弘
。））
こ
こ
で
蘇
東
坡
は
「
悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る
」
時
の
陶
淵
明
の
意
境
を
、「
意
與
秋
氣
高
」（
意
は
秋
気
と
与
に
高
し
）
と
捉
え
、「
悠
然
忘
情
、
趣
閑
而
景
遠
」（
悠
然
と
し
て
情
を
忘
れ
、
趣
き
閑
か
に
し
て
心
遠
し
）
と
捉
え
て
い
る
（「
心
」
は
一
に
「
景
」
に
作
る
）。
秋
の
気
配
の
気
高
さ
と
、
菊
（
薬
草
）
を
採
っ
て
心
は
す
で
に
南
山
に
隠
棲
し
て
い
る
と
言
う
時
の
陶
淵
明
の
高
遠
な
意
境
と
が
一
致
す
る
も
の
と
蘇
東
坡
は
見
て
い
る
。
従
っ
て
、
他
で
も
な
い
そ
の
意
境
に
和
す
る
句
と
し
て
蘇
東
坡
は
「
天
明
け
て
前
路
を
問
へ
ば
、
已
に
千
重
の
山
を
度
れ
り
」
の
句
を
当
て
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
点
か
ら
も
陶
淵
明
と
同
等
の
悠
然
た
る
境
地
、
蘇
東
坡
自
ら
が
言
う
「
趣
き
閑
か
に
し
て
心
遠
し
」
の
境
地
を
、
蘇
東
坡
自
身
も
舟
中
の
生
活
に
見
出
だ
し
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
因
み
に
、
清
の
温
謙
山
も
「
愚
按
、
夜
棹
四
語
、
恰
是
醒
後
自
然
流
出
、
所
謂
眞
得
醉
中
趣
者
」（
愚
按
ず
る
に
、「
夜
棹
」
の
四
語
は
、
恰
も
是
れ
醒
後
自
然
に
し
て
流
れ
出
で
た
り
、
所
謂
真
に
酔
中
の
趣
き
を
得
た
る
者
な
り
。『
和
陶
合
箋
』）
と
言
う
。以
上
の
よ
う
に
見
て
来
る
と
、
黄
山
谷
の
言
う
「
如
己
所
作
」（
己
が
作
る
所
の
ご
と
し
）
で
は
な
い
、
後
の
黄
山
谷
評
に
は
あ
る
「
風
味
略
相
似
」（
風
味
は
略
ぼ
（
陶
淵
明
と
）
相
似
た
り
）
と
い
う
高
遠
な
境
地
を
、
す
で
に
揚
州
で
の
蘇
東
坡
も
表
現
し
得
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
く
る
（
蘇
東
坡
の
生
活
は
意
図
通
り
に
組
み
替
え
ら
れ
、
陶
淵
明
の
そ
れ
に
合
わ
せ
得
て
い
る
か
に
思
え
る
）。
ｄ
か
く
し
て
七
・
八
句
で
「
私
は
ど
う
す
る
わ
け
で
も
無
く
、
こ
の
道
を
い
つ
も
行
き
来
す
る
」
と
言
い
、
蘇
東
坡
は
陶
淵
明
の
詠
む
毎
日
平
安
に
山
の
ね
ぐ
ら
に
帰
る
「
飛
鳥
」
さ
な
が
ら
の
行
動
（
生
活
）
を
自
ら
も
採
っ
て
い
る
こ
と
を
言
う
。
時
が
来
れ
ば
、
帰
る
べ
き
所
に
帰
ろ
う
と
す
る
こ
と
を
強
調
し
、
こ
こ
も
陶
淵
明
に
極
力
合
わ
せ
、
似
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
際
、
陶
淵
明
の
詩
句
は
『
易
』
の
「
鳥
反
故
巣
」（
鳥
は
故
巣
に
反
る
）
の
哲
学
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
（
注
）。
蘇
東
坡
は
と
い
う
と
、「
此
道
」
で
そ
れ
を
承
11
け
、
そ
こ
に
は
哲
学
「
道
」
が
在
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
陶
淵
明
の
結
句
「
此
の
中
に
真
意
有
り
」
の
示
唆
的
（
ambiguous ）
表
現
「
此
」
の
効
果
を
、
蘇
東
坡
は
こ
こ
で
用
い
て
い
る
。
ｅ
そ
し
て
最
後
の
二
句
で
「
未
来
は
今
す
ぐ
に
は
分
か
ら
な
い
し
、
過
去
を
論
じ
た
所
で
始
ま
ら
な
い
」
と
い
う
警
句
を
提
示
し
、
蘇
東
坡
は
結
び
と
す
る
。
今
の
こ
の
時
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
肝
要
な
の
で
あ
り
、
他
に
対
し
て
は
何
ら
の
意
志
も
情
も
起
こ
ら
ず
、
陶
淵
明
の
よ
う
に
「
言
を
忘
る
」
と
い
う
意
境
に
到
達
す
る
こ
と
で
そ
れ
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
す
る
自
分
が
今
こ
の
酔
境
の
内
に
在
る
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。
そ
れ
こ
そ
が
蘇
東
坡
の
欲
す
る
「
此
の
道
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
更
に
「
飲
酒
」
と
い
う
詩
題
と
通
底
す
る
一
つ
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
浮
上
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
一
首
を
含
む
「
飲
酒
」
二
十
首
の
冒
頭
に
置
か
れ
る
「
引
」
に
、
蘇
東
坡
は
次
の
よ
う
に
記
す
。
吾
飲
酒
至
少
、
常
以
把
盞
爲
樂
、
往
往
頽
然
坐
睡
、
人
見
其
醉
、
而
吾
中
了
然
、
葢
莫
能
名
其
爲
醉
爲
醒
也
。
在
揚
州
時
飲
酒
、
過
午
輒
罷
、
客
去
解
衣
槃
一
一
頁
礴
、
終
日
歡
不
足
、
而
適
有
餘
、
因
和
淵
明
飲
酒
二
十
首
、
庶
以
彷
彿
其
不
可
名
者
、
示
舍
弟
子
由
・
晁
無
咎
學
士
。（
吾
酒
を
飲
む
こ
と
至
つ
て
少
き
も
、
常
に
把
盞
を
以
て
楽
し
み
と
為
し
、
往
々
に
し
て
頽
然
と
し
て
坐
し
て
睡
る
、
人
其
れ
酔
ひ
た
り
と
見
る
も
、
吾
が
中
は
了
然
た
り
、
葢
し
能
く
其
の
酔
ふ
と
為
す
か
醒
む
る
と
為
す
か
を
名
づ
く
る
莫
き
な
り
。
揚
州
に
在
り
し
時
酒
を
飲
み
、
午
を
過
ぎ
て
輒
ち
罷
む
、
客
去
れ
ば
衣
を
解
き
て
槃
礴
た
り
、
終
日
歓
び
足
ら
ず
、
而
し
て
適
た
ま
餘
有
れ
ば
、
因
つ
て
淵
明
飲
酒
二
十
首
に
和
し
、
庶
は
く
は
彷
彿
と
し
て
其
の
名
づ
く
る
べ
か
ら
ざ
る
者
を
以
て
、
舍
弟
子
由
・
晁
無
咎
学
士
（
補
之
）
に
示
さ
ん
。）
自
ら
が
酔
っ
て
い
る
の
か
醒
め
て
い
る
の
か
髣
髴
と
し
て
名
状
し
が
た
い
状
態
に
在
り
な
が
ら
も
、
吾
が
胸
中
は
了
然
了
々
た
る
状
態
に
在
る
こ
と
を
逆
に
意
識
化
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
こ
そ
が
陶
淵
明
の
描
く
「
飲
酒
」
と
異
な
ら
な
い
意
境
に
蘇
東
坡
も
在
る
こ
と
に
な
り
、
陶
淵
明
の
「
意
」
に
極
力
「
和
」
そ
う
と
努
め
て
は
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
こ
と
を
蘇
東
坡
は
「
和
陶
」
当
初
の
揚
州
で
の
「
和
飲
酒
」
詩
に
於
い
て
、
す
で
に
概
ね
実
現
し
得
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
七
揚
州
時
代
の
蘇
東
坡
は
、
州
知
事
と
し
て
凶
荒
や
飢
饉
お
よ
び
朝
廷
の
無
策
に
苦
し
む
人
民
を
救
う
べ
く
奔
走
し
、
彼
ら
の
債
務
や
滞
納
処
分
の
免
除
お
よ
び
免
税
を
朝
廷
に
度
々
上
奏
し
て
い
る
。
し
か
し
当
初
は
朝
廷
の
理
解
を
得
ら
れ
ず
、
反
対
勢
力
に
よ
る
熾
烈
な
妨
害
や
仕
打
ち
に
何
遍
も
遭
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
蘇
東
坡
は
屈
せ
ず
職
務
を
成
し
遂
げ
る
。
蘇
東
坡
は
す
で
に
黄
州
時
代
（
四
十
四
～
四
十
九
歳
）
に
左
遷
の
身
と
し
て
自
ら
田
園
生
活
を
体
験
し
、
ま
た
精
神
修
養
の
た
め
の
養
生
法
を
も
同
時
に
身
に
つ
け
て
い
る
（
注
）。
そ
の
後
の
揚
州
時
代
に
為
さ
れ
12
た
陶
詩
へ
の
追
和
（「
和
陶
」
詩
）
は
、
そ
れ
を
更
に
確
固
た
る
も
の
に
す
る
た
め
の
営
為
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
決
し
て
隠
遁
思
想
で
は
な
く
、
む
し
ろ
逆
に
朝
廷
の
反
対
勢
力
に
よ
る
熾
烈
な
妨
害
や
仕
打
ち
に
も
心
揺
る
が
な
い
哲
学
の
確
立
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
陶
淵
明
は
自
ら
の
生
活
哲
学
を
自
ら
の
詩
に
詠
ん
で
い
る
。
蘇
東
坡
も
そ
の
陶
淵
明
の
生
活
哲
学
に
真
似
る
べ
く
、
自
ら
の
生
活
を
陶
淵
明
の
そ
れ
に
沿
う
よ
う
に
再
構
築
し
、
組
み
替
え
、
追
和
と
い
う
形
で
自
ら
の
詩
に
詠
ん
だ
。
そ
れ
は
単
な
る
言
葉
の
上
の
摸
倣
で
は
な
く
、逆
に
言
葉
と
い
う
表
層
は
似
て
い
な
い
か
に
見
え
て
も
、
深
層
を
探
れ
ば
そ
っ
く
り
に
作
ろ
う
、
そ
っ
く
り
に
生
活
を
再
構
成
し
て
み
せ
よ
う
と
の
尽
力
が
為
さ
れ
て
い
る
。
真
似
れ
ば
真
似
る
ほ
ど
、
志
向
す
る
哲
学
は
確
乎
た
る
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
「
和
陶
」
詩
制
作
の
一
要
因
と
言
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
蘇
東
坡
が
和
詩
に
取
り
か
か
っ
た
当
初
の
そ
の
営
為
の
半
数
は
、
見
方
に
よ
っ
て
は
、
陶
淵
明
の
有
す
る
玄
学
や
老
荘
思
想
の
よ
う
な
重
層
的
な
哲
学
に
対
す
る
追
慕
の
見
え
に
く
さ
を
伴
い
、
そ
れ
ら
が
や
や
希
薄
な
も
の
に
映
る
か
も
知
れ
な
い
。も
し
も
そ
の
よ
う
に
映
る
の
で
あ
れ
ば
、必
ず
し
も
成
功
し
た
と
は
言
え
ず
、
陶
淵
明
の
生
活
哲
学
の
深
部
に
ま
で
当
時
の
蘇
東
坡
は
追
随
で
き
ず
、
あ
る
い
は
表
現
で
き
て
い
な
い
と
看
做
さ
れ
、
結
果
と
し
て
似
て
い
な
い
と
評
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
得
る
。
黄
山
谷
が
「
己
が
作
る
所
の
ご
と
し
」
と
衝
い
て
来
た
の
は
、
或
い
は
そ
の
辺
り
で
は
な
か
っ
た
か
。
陶
淵
明
の
摸
倣
を
開
始
し
て
間
も
な
い
揚
州
時
代
の
「
和
陶
」
詩
は
、
似
せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
は
言
え
、
一
方
で
そ
の
よ
う
な
傾
向
を
も
持
っ
て
い
る
と
の
指
摘
を
、
黄
山
谷
評
か
ら
受
け
た
こ
と
に
な
る
。
注
１
、
陸
亀
蒙
の
唱
和
詩
は
、
皮
日
休
詩
に
対
す
る
和
韻
（
次
韻
）
詩
で
あ
り
、
同
時
に
擬
古
形
式
に
も
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
皮
日
休
が
「
添
漁
具
詩
五
篇
之
一
（
漁
菴
）」
詩
で
「
菴
中
只
方
丈
、
恰
稱
幽
人
住
。
枕
上
悉
魚
經
、
門
前
空
釣
具
。
束
竿
將
倚
壁
、
曬
網
還
侵
戸
。
上
浻
有
楊
顒
、
須
留
往
來
路
。（
菴
中
は
只
だ
方
丈
な
る
の
み
に
し
て
、
恰
も
幽
人
の
住
ま
ふ
と
称
す
。
枕
上
は
悉
く
魚
経
、
門
前
は
空
し
く
釣
具
あ
り
。
竿
を
束
ね
て
将
に
壁
に
倚
せ
ん
と
し
、
網
を
曬
し
て
還
た
一
二
頁
戸
を
侵
す
。
上
浻
に
楊
顒
有
り
、
須
ら
く
往
来
の
路
に
留
ま
る
べ
し
。）
と
詠
め
ば
、
陸
亀
蒙
は
そ
れ
に
唱
和
し
て
釣
り
は
禅
だ
と
し
、「
奉
和
添
漁
具
五
篇
之
一
（
漁
菴
）」
詩
で
、「
結
茅
次
烟
水
、
用
以
資
嘯
傲
。
豈
謂
釣
家
流
、
忽
同
禪
室
號
。
閒
憑
山
叟
占
、
晩
有
溪
禽
嫪
。
華
屋
莫
相
非
、
各
隨
吾
所
好
。」（
茅
を
結
ん
で
烟
水
に
次
り
、
用
ゐ
以
て
嘯
傲
に
資
す
。
豈
に
釣
家
の
流
と
謂
は
ん
や
、
忽
ち
禅
室
の
号
に
同
じ
か
ら
ん
。
閑
な
れ
ば
山
叟
の
占
ふ
に
憑
り
、
晩
に
は
渓
禽
の
嫪
し
を
む
有
り
。
華
屋
は
相
非
と
す
る
莫
く
、
各
お
の
吾
が
好
む
所
に
随
ふ
。）
と
「
意
」
を
合
わ
せ
て
い
る
。
注
２
、「
賡
載
」
は
、
相
続
け
て
成
す
。
古
代
の
「
賡
載
歌
」
に
、
帝
の
歌
の
美
を
継
ぎ
、
同
様
に
詩
を
成
し
た
も
の
が
有
る
（「
賡
續
、
載
成
也
。
帝
歌
歸
美
股
肱
、
乃
賡
以
成
其
美
」）。
な
お
、「
和
韻
」
と
「
次
韻
」
に
つ
い
て
は
、
宋
の
劉
攽
『
中
山
詩
話
』（『
劉
貢
父
詩
話
』）
に
「
唐
詩
賡
和
、
有
「
次
韻
」（
先
後
無
易
）、
有
「
依
韻
」（
同
在
一
韻
）、
有
「
用
韻
」（
用
彼
韻
不
必
次
）。
韓
吏
部
（
退
之
）
和
皇
甫
（
湜
）「
陸
渾
山
火
」
是
也
、
今
人
多
不
曉
。
…
…
」
と
あ
る
。
注
３
、「
至
音
」
と
「
促
節
」（
節
を
短
く
切
り
つ
め
る
）
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
淮
南
子
』
説
林
訓
に
「
至
味
不
慊
、
至
言
不
文
、
至
樂
不
笑
、
至
音
不
叫
、
大
匠
不
斵
、
大
豆
不
具
、
大
勇
不
鬪
。」
と
見
え
、『
文
心
雕
龍
』
哀
弔
第
十
三
に
「
結
言
摸
詩
、
促
節
四
言
、
鮮
有
緩
句
。」
と
見
え
る
。
注
４
、「
累
句
」
と
は
、
囚
わ
れ
縛
ら
れ
、
伸
び
や
か
さ
を
欠
い
た
句
。『
後
村
詩
話
』
卷
九
に
「
…
…
之
類
、
非
無
可
説
、
但
毎
篇
多
蕪
辭
累
句
、
或
爲
韻
所
拘
、
殊
欠
條
鬯
。
…
…
」
と
あ
る
（「
條
鬯
」
は
、
伸
び
や
か
さ
）。
注
５
、「
枕
几
」
は
、
古
く
は
『
禮
記
』
に
「
父
母
舅
姑
之
簟
席
枕
几
、
不
傳
。」
と
見
え
る
。
後
世
、
明
の
白
沙
子
（
陳
獻
章
）
の
詩
に
は
「
安
排
枕
几
還
公
睡
、
已
有
闌
干
信
客
凭
。」
と
見
え
る
。
注
６
「
枕
几
偏
」
の
用
例
は
見
あ
た
ら
ず
、「
几
偏
」
が
後
世
、
明
の
顧
清
「
讀
葉
文
莊
病
目
詩
有
感
」
詩
に
「
狼
籍
殘
書
硯
几
偏
」
と
見
え
る
。
注
７
、
陶
淵
明
は
『
漢
書
』
揚
雄
傳
の
「
結
以
倚
廬
」（
結
び
て
以
て
廬
に
倚
る
）
を
用
い
て
い
る
と
言
う
（
龔
斌
『
陶
淵
明
集
校
箋
』
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
九
六
年
）。
注
８
、「
千
重
山
」
は
、
蘇
東
坡
「『
祈
雪
霧
猪
泉
』、
出
城
馬
上
有
作
、
贈
舒
堯
文
」
詩
に
「
三
年
走
呉
越
、
踏
遍
千
重
山
。
朝
隨
白
雲
去
、
暮
與
棲
鴉
還
。
…
…
」
と
見
え
る
（
蘇
東
坡
に
は
「
次
韻
舒
堯
文
『
祈
雪
霧
猪
泉
』」
詩
も
あ
る
）。
な
お
、「
千
重
山
」
は
一
に
「
千
金
山
」
に
作
っ
て
い
る
。
『
阿
含
經
』
に
「
…
…
所
以
名
閻
浮
提
者
、
下
有
金
山
、
高
三
十
由
旬
、
由
閻
浮
樹
、
故
得
名
、
…
…
」
と
見
え
、
ま
た
『
法
苑
珠
林
』
卷
四
十
一
に
「
須
彌
山
有
上
下
道
、
日
於
夏
時
、
行
於
上
道
、
路
遠
行
遲
、
照
千
金
山
、
故
長
而
暑
熱
。
日
於
冬
時
、
行
於
下
道
、
路
近
行
速
、
照
大
海
水
、
故
短
而
極
寒
」
と
見
え
る
等
、
仏
教
色
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
。
注
９
、「
度
山
」
の
例
と
し
て
王
昌
齢
「
出
塞
」
詩
に
「
秦
時
明
月
漢
時
關
、
萬
里
長
征
人
未
還
。
但
使
龍
城
飛
將
在
、
不
教
胡
馬
度
陰
山
」
と
あ
る
の
は
好
く
知
ら
れ
る
。
注
、「
服
菊
」
の
効
能
に
つ
い
て
は
、「
王
子
喬
服
菊
、
増
年
變
白
」（
唐
、
王
燾
『
外
臺
秘
要
方
』）、
10「
道
士
朱
孺
子
、
呉
末
、
入
玉
笥
山
、
服
菊
花
、
乘
雲
升
天
」（『
名
山
記
』）、「
神
仙
服
菊
花
、
延
年
不
老
」（
宋
、
太
宗
御
製
『
太
平
聖
惠
方
』）
等
と
見
え
る
。
注
、
漢
の
焦
贛
『
焦
氏
易
林
』
解
の
卦
に
「
鳥
反
故
巣
、
歸
其
室
家
、
心
平
意
正
、
與
叔
相
鳴
、
登
11高
殞
墜
、
失
其
寵
貴
」
と
あ
る
。
注
、
林
語
堂
『
The
gay
genius 』（
合
山
究
訳
『
蘇
東
坡
』
明
徳
出
版
社
一
九
七
八
年
、
張
振
玉
訳
12『
蘇
東
坡
傳
』
長
春
時
代
文
藝
出
版
社
一
九
八
八
年
）
に
よ
る
。
